
2015年3月期の決算概要につきまして説明いたします。
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今回の決算ハイライトです。

2014年度は、日本の薬価・公定価改定によるマイナスの影響を吸収し、増収増益とな

り、過去最高の営業利益を達成しました。主な要因としては、心臓血管カンパニーの売
上が大きく伸びました。円安により売上、利益ともにプラスの影響が出ています。また、
2014年度から移行したカンパニー経営の下、収益マネジメントの徹底により、収益に大
きく貢献いたしました。

次にカ パ 別の イライトです次にカンパニー別のハイライトです。

心臓血管カンパニーでは、海外のカテーテルとニューロバスキュラーの売上が継続し
て二桁伸長し、大きく牽引しました。中でも2014年度にローンチした薬剤溶出型冠動脈
ステントUltimasterは、欧州、アジア、そして中南米へと順調に販売地域を拡大し、売上
も伸びています。また、2015年度には日本でもローンチを予定しています。
もう1点は、TCVSにおける品質システムです。品質システム全体と血液モニター製品に
ついてはFDAの規制が解除されました。これについては後ほどご説明します。

ホスピタルについては、上期を中心に厳しい事業環境でしたが、ポートフォリオミックス
の改善、低収益ビジネスの縮小などにより、前年並みの収益性を維持しました。

血液システムについては、以前よりお伝えしているとおり、市場環境の悪化に備え、コ
ストコントロールを厳しく行っております。売上は、製品ではアフェレシス治療、細胞増
殖システムが大きく伸びました 地域では先進国は苦しい状況ですが 中南米 アジア殖システムが大きく伸びました。地域では先進国は苦しい状況ですが、中南米、アジア
は引き続き大きく伸びました。
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2014年度の売上高は、4,895億円と前期比5％増、粗利益は2,561億円で6％増、
益 ポ 善粗利益率は2013年度の51.8％に対し、52.3％と0.5ポイント改善しました。

営業利益は675億円、前期比3％増となりました。

経常利益は707億円、前期比11％増となり、営業利益と共に過去最高となりました。

当期純利益は、385億円で前期比13％増加となりました。期初の予想値は375億円で
したが、その後、第2四半期が終わったところで、欧州のポートフォリオ改革による引当
を計上したことなどにより、335億円に修正しましたが、最終的には385億円となりまし
た。
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次は営業利益の増減分析です。

増益要因は、為替の影響による28億円に加え、売上増加による粗利益の増加、ポート

フォリオミックス改善による高収益品の増加、コストダウン等による粗利益改善効果で
す。

一方、減益要因は、米国カテーテル・ニューロの販売体制強化による一般管理費の増方、減 要因 、米国 テ テ 販売体制強 る 般管 費 増
加で49億円、薬価・公定価改定およびその他の価格下落で80億円となっています。

その結果、2014年度の営業利益は675億円、2013年度の653億円から増益となりまし
た。
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開発費について、ご説明いたします。

2014年度は294億円で前期比マイナス7億円となりました。主な要因としては、デュラ
ハートの開発費の減少です。2013年度は9億円でしたが、事業譲渡により、2014年度
はなくなりました。

2015年度は350億円、前期比56億円、19%の増加を見込んでいます。主な要因として、

カテーテル、ニューロを中心に米国西海岸での開発が本格化する見込みです。加えカテ テル、 ュ ロを中心に米国西海岸での開発が本格化する見込みです。加え
て、血液、ホスピタルの開発費も前期比で二桁の増加を見込んでいます。

対売上高比率は、2013年度の6.4％から2014年度は6.0％と下がりましたが、2015年度
は6.7％と増加を見込んでいます。米国西海岸の研究開発拠点が稼働を開始した2014
年度第4四半期は6.7%となり、2015年度を通じて同水準を見込んでおります。

5



次は地域別の売上です。年間を通じて傾向は同じです。

日本では薬価・公定価の影響がありましたが、海外の二桁伸長により、連結では5%増
加となりました。

その結果、海外売上比率は63%に向上しました。今後も海外での売上を伸ばしていき
ますので、比率は上がると見ています。

海外を地域別に見ますと、中国は代理店網の再編により売上に影響があり、第3四半
期までは前期比で イナ でした 第 半期から回復してきており 通期では前期比期までは前期比でマイナスでした。第4四半期から回復してきており、通期では前期比
2％のプラスに転じました。2015年度も二桁の伸長を見込んでいます。
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カンパニー別の売上です。

これまでと同様、心臓血管が全体の売上を牽引しており、前期比10％増となりました。
血液システムは4％増、国内売上が中心のホスピタルは2％のマイナスとなりました。
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次はカンパニー別の事業利益です。

心臓血管が伸長し、ホスピタルと血液システムについては前年とほぼ同水準となりまし
た。この後、カンパニー別に説明いたします。
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心臓血管カンパニーは、売上は10％増、事業利益は8％の増加となっています。

売上については、海外のカテーテルおよびニューロ製品が大きく伸びており、2015年度
についても、大きな伸びを見込んでいます。また、CV製品がグローバルで安定的に伸
びており、30億円の増収となりました。その結果、カンパニー全体では、日本の公定価
改定の影響を吸収し、大幅な増収となりました。

収益では 事業で愛鷹 場を中心に原価改善活動によるプラ 効果が 億円となり収益では、IS事業で愛鷹工場を中心に原価改善活動によるプラス効果が13億円となり
ました。

TCVSの販売制限に関しては、4月17日に発表しましたとおり、FDAによる査察を受け、
品質システム全般および血液モニターにおいて規制解除となりました。

一方、人工心肺装置は、部品点数が非常に多く、生産工程のデータ検証に時間を要す
ため 2015年度にデータ検証を行い 再度FDAの査察を受ける計画ですため、2015年度にデ タ検証を行い、再度FDAの査察を受ける計画です。

TCVSの品質システム改善費用は、2014年度の51億円の内、約20億円が継続して発生
が見込まれる費用、残り約30億円がコンサルティング費用の支払いです。

2015年度は、継続発生する約20億円の費用が、円安により約25億円に増加する見通
しです。一方コンサルティング費用は、人工心肺装置の改善費用に約15億円かかる見
通しです。さらに、血液モニターは、新たに生産を立ち上げるための費用が約10億円
発生し、トータルでは2014年度並みの費用を見込んでおります。

9



ホスピタルカンパニーでは、上期の決算発表時にご説明した国内の市場環境変化に
伴う影響が、下期以降、若干の改善傾向は見られたものの依然残り、薬価・公定価改
定の影響と合わせ、売上減の要因となりました。

欧米での低収益アカウントの整理により、売上は減少しましたが、今後の収益性の改
善に寄与する見込みです。一方、海外製薬企業向けのB2Bビジネスの売上は伸びてお
り、欧米での収益性改善にも寄与しています。

ポートフォリオミックスの改善、低収益アカウントの整理により、2014年度の収益性は
前年並みを維持しました。2015年度は改善を見込んでいます。
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血液システムカンパニーは、地域では中南米、アジアにおいて、製品ではアフェレシス
治 細胞増殖 が売治療、細胞増殖システムが売上を牽引しました。

ただし、今年度についても価格低下圧力は続くと見ています。この後、2015年度計画
のページでご説明します。
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14年度のパイプライン製品のローンチ状況です。最大のトピックとしては、新DESの
がUltimasterのローンチで、順調な立ち上がりとなりました。
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2014年度の業績予想と実績についてご説明します。

売上高、営業利益、経常利益、純利益いずれも予想を上回りました。

純利益については、期初375億円の予想を、第2四半期で335億円に修正しましたが、
実績では385億円となりました。営業利益の増加に加え、経常利益での為替差益66億
円が大きく貢献し、純利益は予想を大幅に上回りました。
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2015年度の業績予想です。

想定為替レートは、2014年度は米ドル100円、ユーロ140円でしたが、2015年度は米ド
ル120円、ユーロ130円としています。

売上高は5,200億円で前期比6％増、営業利益は700億円で4％増、経常利益は670億
円で前期比5％マイナス、純利益は395億円で前期比3％増を予想しています。

営業利益は、血液システムにおいて、アメリカを中心とした価格下落による収益への影
響が、2014年度第4四半期から出始めています。この状況は、2015年度も続くと見込ん
でいます。

米欧を中心とした価格下落圧力に対し、コストダウンと新興国での売上拡大、さらに新
製品の拡大でリカバリーを図りますが、血液システムカンパニーの事業利益に対し、27
億円のマイナス影響を見込んでいます。

経常利益は、2014年度は為替差益66億円を計上しています。
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2015年度のパイプライン製品です。

Ultimasterは、日本でのローンチによる売上増加により、業績への貢献も大きいと見て
います。
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2015年度のドル、ユーロ以外の通貨の影響について説明いたします。

これまでは、ドル、ユーロのレートと感応度で、為替の影響を示してきましたが、
今年に入り、特にその他の通貨で変動が大きく、予想が難しくなってきています。

ドルは10円の円安を想定しており、売上で168億円の増加を見込んでいますが、営業
利益では売上と同水準での寄与は見込めません。これは、BCT等の買収によるのれん

代をドルで計上しているため 円安により円ベ スではのれん代が増加するためです代をドルで計上しているため、円安により円ベースではのれん代が増加するためです。
この影響が15億円あるため、ネットではプラスの影響が20億円と
なる見込みです。

ユーロの影響は比較的シンプルで、円高に対して、売上・利益ともにマイナスとなりま
す。

その他通貨は トータルで円安を見込んでおり 売上高はプラスですが 営業利益はマその他通貨は、ト タルで円安を見込んでおり、売上高はプラスですが、営業利益はマ
イナス13億円を見込んでいます。これは、アジアの生産拠点がある中国、フィリピン、

ベトナムの通貨が比較的高い水準で推移しており、レートが低い地域へ輸出するとマ
イナスの影響となるためです。

合計すると、営業利益への影響はマイナス14億円となる見込みです。
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最後のスライドです。

テルモのROEは財務諸表上では、13年度が7.3%、14年度で7.2%になりますが、2つの
影響を考慮しなければなりません。

一つはのれん等の影響、日本の会計基準では毎年償却費を計上しますが、IFRSや米
国会計基準では計上しません。この影響を計算すると2013年度で3％、2014年度で
2.8％あります。

加えて、円安による為替調整勘定の増加があります。BCTを買収した2011年は1ドル80
円の為替レ トで資産計上しました 現在が ド 円とすると 資産は 倍となり含円の為替レートで資産計上しました。現在が1ドル120円とすると、資産は1.5倍となり含
み益が発生しますが、ROEを計算する際の分母となる純資産も増えることになります。
為替調整勘定は2014年度で890億円と非常に大きく、ROEへの影響も1.4％あります。

のれん等と為替調整勘定の2つの影響を除くと、2013年度で10.9%、14年度では11.4%
になります。ROEを計算される際、この点を考慮いただければと考えています。
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